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山
口 

武
夫
さ
ん

露
﨑 

春
雄
さ
ん

奥
野 

栄
子
さ
ん

若
林 

百
合
子
さ
ん

切
替 

富
江
さ
ん

（
キ
ャ
ベ
ツ
、と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
）

（
大
根
、人
参
な
ど
）

（
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）

（
お
米
、レ
タ
ス
な
ど
）

（
太
巻
き
寿
司
）

袖
ケ
浦
産
の
野
菜
や
加
工
品

の
人
気
は
ど
う
で
す
か
？

❖
半
分
以
上
は
袖
ケ
浦
産
の
野
菜
で
す

が
、
人
気
が
あ
り
先
に
売
れ
ち
ゃ
う
ん

で
す
。
皆
さ
ん
新
鮮
な
も
の
を
求
め
て

き
ま
す
か
ら
、
午
前
中
に
大
体
売
れ
て

夕
方
に
な
る
と
、
地
元
野
菜
は
ほ
と
ん

ど
無
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

❖
米
粉
パ
ン
ブ
ー
ム
は
ゆ
り
の
里
か

ら
。
当
時
す
ご
い
行
列
が
で
き
た
。

❖
ミ
ル
ク
ハ
ウ
ス
が
で
き
て
夏
は
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
が
よ
く
で
ま
す
。
一
番
人

気
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
味
で
す
。

ゆ
り
の
里

　
出
荷
者
協
議
会

市
議
会

みんなのひろば

と

＼ 聴いて　伝える ／

ゆ
り
の
里
の

良
い
と
こ
ろ
は
？

❖
安
心
・
安
全
・
新
鮮
は
当
た
り
前

❖
な
ん
て
言
っ
た
っ
て
、
採
れ
た
て
。

❖
生
産
者
の
顔
が
見
え
る「
う
ち
の
畑
に

買
い
に
来
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
感
じ
。

❖
ゆ
り
の
里
ほ
ど
き
れ
い
に
野
菜
を
陳

列
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
は
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

改
善
し
た
い
こ
と
や
、

や
り
た
い
こ
と
は
？

❖
店
内
で
買
っ
た
も
の
を
、
外
で
食
べ

ら
れ
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
し
い
。

❖
店
内
で
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
や
り
た

い
。

出
荷
し
て
い
て

よ
か
っ
た
こ
と
は
？

❖
お
客
さ
ん
か
ら「
お
い
し
か
っ
た
よ
」

と
言
わ
れ
る
と
、
１
０
０
円
の
も
の
で

も
、
た
っ
た
１
個
で
も
売
れ
る
と
嬉
し

い
。
だ
か
ら
こ
そ
新
鮮
で
よ
い
も
の
を

出
荷
し
よ
う
と
思
う
。

出荷者協議会は「ゆりの里」に農畜産物を出荷
している412名（８月末時点）で構成される団体
です。安全で安心な農畜産物の生産の取組みに
ついて、今後の発展を目指して、月１回のイベン
トや研修会、視察などを行っています。消費者
のニーズを調べ、地域の魅力と付加価値を提供
できるよう会員みんなで切磋琢磨しています。

今回
の座
談会
は

目
標
は
千
葉
県
一
の
直
売
所

ミルクハウスでアイスクリームを
売っています

ゆりの里
出荷者協議会

（　）は主な出荷品
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今
後
の
目
標
は
？

❖
目
標
は
売
上
高
千
葉
県
一
、
現
在
は

県
内
の
農
畜
産
物
直
売
所
の
中
で
４
番

目
で
す
。

❖
生
産
者
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
温
か
い

直
売
所
に
し
た
い
。

❖
ゆ
り
の
里
で
袖
ケ
浦
の
野
菜
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
た
い
。

❖
お
客
さ
ん
に
飽
き
ら
れ
な
い
よ
う
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

　
千
葉
県
で
一
位
の
直
売
所
に
な
れ
る

要
素
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
の
で
、

私
た
ち
も
足
を
運
び
、
ゆ
り
の
里
の
良

さ
を
発
信
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
議
会
だ
よ
り
で
み

な
さ
ん
の
お
話
を
載
せ
て
、
ゆ
り
の
里

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

出
荷
者
募
集

　
農
畜
産
物
な
ど
の
出
荷
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
こ
ち
ら
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

袖
ケ
浦
市
農
畜
産
物
直
売
所「
ゆ
り
の
里
」

袖
ケ
浦
市
飯
富
１
６
５
３
─
１

　
　
　
　
　
☎
（
６
０
）
２
５
５
０

ゆ
り
の
里
出
荷
者
協
議
会

議
会
だ
よ
り
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

❖
新
聞
に
入
っ
て
い
る
か
ら
必
ず
見
ま

す
。

❖
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
も
一
度
あ
り

ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
も
ら
っ
た

り
、
傍
聴
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
接
点
が
持

◦高品質な製品を目指すこと
◦新鮮さにこだわり出荷すること
◦食の安全を掲げ消費者に供給すること

店内で太巻き寿司の実演をしました

「ゆりの里出荷者協議会」は、野菜部門、果樹部門、稲作部門、花き部門、
畜産部門、加工部門、観光部門の７つに分類され、品目ごとの講習会やミニ
イベントなども行っています。

６月　菖
しょうぶ

蒲まつり
９月　新米まつり
10月　周年祭
12月　年末感謝祭

ゆりの里の４大まつり

毎月１回のイベント

ゆりの里

いつも多くのお客様で賑わう店内

l餅まきl

l新米すくいどりl

餅投げでいっぱいとれたよ

ゆりの里の出荷者全員が目指すもの

て
る
よ
う
に

な
り
た
い

で
す
。
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台
風
15
号
・
19
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
支
援
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
９
月
９
日
千
葉
県
を
直
撃
し
た
台
風
15
号
は
、
袖
ケ
浦
市
内
の
家
屋
や
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
が

破
損
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
電
柱
の
倒
壊
等
に
よ
り
、
大
規
模
停
電
や
断
水
が
発

生
し
、
市
民
生
活
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
市
民
生
活
の
復
旧
・
復
興

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
会
の
動
き

９
月
９
日　
台
風
上
陸

　
　
　
　
　
本
会
議
延
会

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
に
て
会
議
日
程
再
調
整

９
月
10
日　
災
害
対
応
の
た
め
休
会

９
月
11
日　
本
会
議　
日
程
短
縮　
一
般
質
問
延
期

全
員
協
議
会
開
催　
台
風
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
市
民
か
ら
聞
き
取
り
す
る
こ
と
を

決
定

９
月
12
日　
全
員
協
議
会
開
催　
各
議
員
か
ら
地
域
の
被
害
状
況
を
報
告
し
合
い
、
必
要
な
支
援

等
の
情
報
を
共
有
。
緊
急
性
の
高
い
項
目
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
か
ら
市
長
へ
要
望
。

９
月
17
日　
一
般
質
問　
日
程
短
縮

９
月
18
日　
常
任
委
員
会
開
催　
日
程
変
更
（
総
務
企
画
・
文
教
福
祉
）

９
月
19
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会　
日
程
短
縮

電柱がなぎ倒された根形地区の通学路全体が倒れた民家の塀ゆりの里の瓦被害

倒壊したビニルハウス台風で倒壊した物置

台
風
15
号
災
害

　
　
議
会
の
対
応
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１　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

２　
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
体
制
整
備

３　
同
期
市
や
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治
体
等
へ
の
支
援
要
請

４　
災
害
協
定
を
結
ん
だ
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
の
支
援

５　
自
衛
隊
へ
の
要
請

６　
ガ
ウ
ラ
ン
ド
の
バ
ス
を
市
営
球
場
等
の
シ
ャ
ワ
ー
利
用
の
た
め
の

移
動
手
段
と
し
て
使
え
な
い
か
指
定
管
理
者
へ
の
要
請
。
幼
稚
園

バ
ス
の
夜
間
運
行

７　
電
源
車
の
要
望

８　
停
電
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

９　
蔵
波
小
学
校
を
避
難
所
と
し
て
利
用

10　
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置

11　
わ
か
り
や
す
い
広
報
車
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

12　
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
に
義
援
金
サ
イ
ト
の
設
置
を
要
望

13　
協
定
を
結
ん
だ
携
帯
電
話
会
社
か
ら
の
支
援

14　
備
蓄
倉
庫
の
食
糧
を
炊
き
出
し
用
と
し
て
利
用

15　
他
県
か
ら
被
災
家
屋
等
の
復
旧
に
必
要
な
職
人
を
要
請

16　
弁
護
士
の
相
談
窓
口
の
設
置

17　
農
家
等
損
害
が
大
き
か
っ
た
方
へ
の
無
利
子
貸
し
付
け
の
検
討

18　
罹
災
届
出
証
明
書
の
簡
易
的
な
発
行

19　
市
営
住
宅
の
利
用

20　
食
中
毒
の
注
意
喚
起
、
漏
電
の
注
意
喚
起
、
通
学
路
の
安
全
確
認

市内の被害の概要
【停電】（東京電力発表）
９月９日	 １６，０００軒（最大）
９月15日	 ５，４００軒
９月18日	 ８００軒
９月25日	 解　消

【断水】
平川地区を中心に長浦地区、根形地区で断水

９月12日	 ２，０００軒（最大）
９月14日	 解　消

【住家被害】（10月１日時点）
全　　壊	 ４戸
半　　壊	 ３９戸
一部損壊	 ２，２９６戸

損壊した市内の苺ハウス

防災服での本会議

市と自衛隊の会議を議会委員会室で開催

［	議会から市長への要望 ］
＊これらの要望は９月12日時点で着手されていたものも含まれます。
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　市民から預かった大事な税金であるため、丁寧な審査が必要であるという意見もありましたが、
この度の台風による甚大な被害と、一部地域の停電が解消されていない状況に鑑み、決算審査特
別委員会では、要点を絞った審査を行いました。

歳　入（収入） 歳　出（支出）

一 般 会 計 241億 726万円 234億 7,364万円

特 別 会 計
国民健康保険 67億	6,320万円 62億	9,860万円
後期高齢者医療 6億	3,212万円 6億	3,039万円
介護保険 40億	6,284万円 39億	7,011万円
農業集落排水事業 1億	8,707万円 1億	8,532万円
公共下水道事業 12億	8,543万円 12億	8,016万円

水道事業会計
収益的収支 20億	9,211万円 21億	6,533万円
資本的収支 1億	9,624万円 7億	2,782万円

平成30年度　各会計決算状況

平 成 30 年 度 決 算

税金の使い方をチェックしました □

市税
56.6％

民生費
36.1％

教育費
14.6％

総務費
13.2％

土木費
8.9％

衛生費
10.7％

消防費 5.5％

商工費 2.3％

公債費 4.7％

農林水産業費 2.8％
議会費 1.1％

その他 0.1％

自主財源
70.2％

依存財源
29.8％

繰入金 2.6％諸収入 2.6％

分担金及び負担金 2.4％

使用料及び手数料 2.0％

その他の自主財源 4.0％

市債 3.8％

国庫支出金
12.1％

県支出金
6.1％

地方消費税交付金 4.7％

地方譲与税 1.6％
その他の依存財源 1.5％

一般会計歳入 一般会計歳出
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決 算 討 論
厳しい社会情勢の中、
　　　　　限られた資源を活用

 

総
合
計
画
総
仕
上
げ
の
年
！　
更
な
る
発
展
に
期
待

 

市
民
負
担
は
増
え
る
一
方

 

水
道
事
業
、
最
後
の
決
算

 

統
合
・
広
域
化
は
問
題

反対
討論

賛成
討論

賛成
討論

●
一
般
会
計

　
第
３
期
実
施
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
市

民
協
働
に
よ
る
街
づ
く
り
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
更
な
る
総
合
計
画
で

発
展
す
る
と
考
え
る
。
問
題
点
も
あ
る
が
、
厳

し
い
社
会
情
勢
の
中
、
限
ら
れ
た
資
源
を
ど
う

活
か
す
か
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
賛
成
し
ま
す
。

●
国
保
会
計

　

高
齢
社
会
の
進
展
と
高
度
医
療
の
普
及
で

医
療
費
が
増
加
す
る
中
、
医
療
費
通
知
を
行
う

医
療
費
適
正
化
の
取
組
み
と
と
も
に
被
保
険

●
一
般
・
国
保
・
後
期
・
介
護

　
平
成
25
年
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
削
減
を
し
て
き
ま
し
た
。
ガ
ウ
ラ
ン
ド
は

料
金
を
値
上
げ
後
、
利
用
者
が
減
り
続
け
て
い

ま
す
。
火
葬
場
整
備
事
業
は
、
市
原
と
の
共
同

の
検
討
が
さ
れ
ず
４
市
共
同
、
木
更
津
市
主
導

と
な
り
ま
し
た
。
公
共
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、

収
支
等
の
透
明
性
も
担
保
さ
れ
な
い
矛
盾
が

あ
り
ま
す
。
粗
大
ご
み
収
集
の
収
入
に
対
し
、

毎
年
支
出
が
倍
近
く
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ご
み

●
水
道
事
業
会
計

　
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、
老
朽
管
の
更

新
を
行
い
、
財
政
面
に
お
い
て
も
、
統
合

に
よ
る
資
産
処
分
な
ど
で
損
失
と
な
っ
た

が
、
給
水
人
口
の
増
加
に
よ
り
給
水
収
益

は
増
加
と
な
っ
た
。
水
道
事
業
は
本
年
４

月
に
か
ず
さ
広
域
連
合
企
業
団
に
事
務
が

承
継
さ
れ
た
が
、
引
き
続
き
安
全
で
安
心

な
水
の
供
給
を
お
願
い
し
賛
成
し
ま
す
。

●
水
道
事
業
会
計

　

統
合
広
域
化
に
伴
い
、
浄
水
場
や
井

戸
の
解
体
撤
去
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
代
宿
や
勝
下
浄
水
場
を
廃
止
し

地
下
水
で
は
永
吉
浄
水
場
だ
け
残
す
計
画
。

災
害
時
、
小
櫃
川
の
大
寺
浄
水
場
が
機
能

し
な
く
な
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

す
。
受
水
に
頼
る
広
域
化
を
進
め
た
水
道

事
業
会
計
決
算
に
反
対
し
ま
す
。

者
の
健
康
増
進
に
努
め
た
た
め
賛
成
し
ま
す
。

●
後
期
会
計

　

主
な
財
源
で
あ
る
保
険
料
に
つ
い
て
高
い

収
納
率
を
維
持
し
、
そ
れ
ら
の
保
険
料
の
予
算

執
行
は
適
正
で
あ
る
た
め
賛
成
し
ま
す
。

●
介
護
会
計

　

介
護
需
要
が
増
加
す
る
中
、
在
宅
医
療
と

介
護
の
連
携
や
、
生
活
支
援
体
制
の
整
備
に
向

け
た
取
組
み
な
ど
、
地
域
支
援
事
業
の
充
実
と

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
た
た
め
賛
成
し

ま
す
。

袋
の
値
上
げ
も
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
保
会
計
で
は
保
険
税
は
高
い
ま
ま
。
協
会

け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ
が
必
要
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
会
計
で
は
保
険
料
は
上
が
り

続
け
て
い
ま
す
。
短
期
保
険
証
の
発
行
、
差
し

押
さ
え
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
会
計
で
は
特
養
ホ
ー
ム
等
待
機
者
は

１
４
０
名
。
介
護
保
険
料
は
上
が
る
一
方
、
利

用
料
も
所
得
に
よ
っ
て
２
割
３
割
負
担
の
方

も
。
改
悪
が
続
く
制
度
で
あ
り
反
対
し
ま
す
。

〈
認
定
第
一
号
〉

〈
認
定
第
二
号
〉

反対
討論

認定
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地
域
支
え
合
い
活
動
支
援
事
業
補
助

金
の
内
容
は
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
取
り
組
ん
で
い
る
平

川
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
へ
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
川
い
き
い
き
サ

ポ
ー
ト
で
は
、
利
用
会
員
か
ら
会
費
を

集
め
、
利
用
の
際
の
実
費
部
分
を
除

き
、
提
供
会
員
へ
報
酬
を
支
払
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
運
営
の
中
で
、
赤
字
部
分

へ
の
補
填
と
し
て
市
が
補
助
を
し
て
い

ま
す
。

　
　
補
助
金
額
が
増
え
て
い
る
が
、
利
用

会
員
の
満
足
度
や
課
題
を
ど
の
よ
う
に

収
集
し
て
い
る
の
か
。

　
　
補
助
金
額
の
増
の
理
由
は
、
利
用
会

員
の
月
額
会
費
を
１
，
０
０
０
円
か
ら

５
０
０
円
に
し
て
負
担
軽
減
を
図
っ
た

た
め
で
す
。
金
額
は
、い
き
い
き
サ
ポ
ー

ト
の
意
見
を
聞
い
て
、
事
業
の
枠
組
み

い
て
の
取
組
み
は
。

　
　
自
然
光
を
利
用
し
た
発
電
に
つ
い
て

は
、
環
境
面
で
は
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を

抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
お

い
て
も
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
か
ら
携

帯
電
話
等
の
充
電
に
活
用
さ
れ
た
と
の

情
報
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
重
要
性
を
啓
発

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
不
法
投
棄
の
件
数
は
２
件
減
っ
て
い

る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
件
数
。
不
法
投
棄
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
し
た
こ
と
に
よ
る

抑
止
効
果
は
。

　
　
要
援
護
者
に
つ
い
て
、
災
害
時
は
自

治
会
の
役
員
が
安
否
確
認
を
行
う
の

か
。

　
　
要
援
護
者
の
台
帳
を
民
生
委
員
や
自

治
会
長
に
お
渡
し
し
、
安
否
確
認
や
避

難
の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　
停
電
時
に
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
シ
ス
テ
ム
か
ら
電
気
が
供
給
さ
れ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
補
助
金
を
申

請
す
る
方
へ
、
災
害
時
の
活
用
を
含
め

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
つ

を
変
更
し
ま
し
た
。
市

で
は
利
用
会
員
の
満
足

度
調
査
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
実
際
に
乗
務

し
て
い
る
提
供
会
員
が

利
用
者
か
ら
聞
い
た
意

見
な
ど
を
、
月
一
回
の

定
例
会
で
聞
き
取
り

し
、
把
握
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

要
援
護
者
の
災
害
時
の

安
否
確
認
は

交
通
空
白
地
帯
対
策
へ
の

取
り
組
み
は お

金
の

使
い
道
を

平成
30年度
決算

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

設
置
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

チ
ェッ
ク

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
市
の
取
組
み
へ
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
は
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
の

抑
止
効
果
は
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監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
場
所
の
不

法
投
棄
は
減
り
ま
す
が
、
設
置
後
は
別

の
場
所
に
投
棄
さ
れ
る
た
め
、
ほ
ぼ
同

じ
件
数
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
監
視

カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
等
か
ら

の
設
置
要
望
も
あ
り
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
も
、
設
置
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
農
政
政
策
を
進
め
る
中
で
、
農
業
従

事
者
の
増
加
や
農
家
の
所
得
向
上
、
地

産
地
消
推
進
な
ど
の
全
般
的
な
向
上
は

あ
る
の
か
。

　
　
販
売
農
家
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
農

地
の
集
積
化
や
、
生
産
力
の
向
上
等
の

た
め
施
設
・
機
械
等
へ
の
補
助
、
後
継

者
、
新
規
就
農
者
へ
の
交
付
金
な
ど
に

よ
り
農
家
へ
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

地
産
池
消
の
面
で
は
、
販
路
の
一
つ
で

あ
る
「
ゆ
り
の
里
」
で
、
市
内
農
業
者

の
売
上
が
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
　
消
防
力
適
正
配
置
等
調
査
委
託
の
結

果
、
ど
の
よ
う
な
消
防
力
整
備
、
運
用

効
果
の
方
策
が
得
ら
れ
た
の
か
。

　
　
直
近
の
災
害
現
場
の
到
着
率
は
現
行

の
３
署
体
制
の
方
が
有
利
で
す
が
、
一

定
の
条
件
下
で
は
２
署
体
制
で
も
大
き

な
開
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
建
設
候
補
地
を
選
定

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
非
常
時
の
炊
き
出

し
の
機
能
が
あ
る
が
、
決
算
額
に
非
常

時
の
予
備
電
源
、
自
家
発
電
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
費
用
な
ど
は
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
非
常
用
電
源
に
つ
い
て
は
、
毎
年
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
ま
す
。
台
風
15

号
に
よ
る
停
電
の
際
に
も
非
常
用
電
源

が
作
動
し
、
ご
飯
を
炊
く
た
め
の
炊
飯

設
備
に
も
通
電
し
ま
し
た
。
給
食
セ
ン

タ
ー
に
は
、
常
時
１
．
５
ト
ン
の
備
蓄

米
が
あ
り
、
６
，
５
０
０
人
分
の
炊
飯

を
３
回
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
Ｈ
30
年
度
時
点
で
の
介
護
施
設
に
入

れ
な
い
待
機
者
の
状
況
と
、
今
後
の
見

込
み
は
。

　
　
Ｈ
31
年
１
月
１
日
現
在
で
待
機
者
が

１
４
０
名
で
す
。
今
後
は
高
齢
化
が
更

に
進
み
、
要
介
護
者
が
増
え
て
く
る
た

め
、
施
設
入
所
者
も
増
え
る
見
込
み
で

す
。
来
年
度
に
第
８
期
事
業
計
画
を
策

定
す
る
中
で
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
て
、
施
設
な
ど
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
　

営
業
外
収
入
の
加
入
金
が
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
加
入
金
が

減
っ
て
い
く
見
込
み
か
。

　
　
Ｈ
29
年
度
は
海
側
地
区
、
蔵
波
地
区

市
街
化
調
整
区
域
縁
辺
部
の
開
発
で
加

入
金
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
落

ち
着
い
て
い
く
見
込
み
で
す
。

農
業
振
興
を
進
め
て
い
ま
す

水
道
事
業 

加
入
金
の
推
移
は

委 員 長 山口　　進

副委員長 笹生　　猛

委　　員 根本　駿輔　　在原　直樹
小国　　勇　　緒方　妙子
篠原　幸一　　鈴木　憲雄
佐久間　清　　励波　久子
福原　孝彦

決算審査特別委員会

消
防
力
適
正
配
置
等

委
託
調
査
の
成
果
は

※そのほかの質疑については、後日ホームページで会議録を閲覧できますので、ぜひご覧ください。

災
害
時
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の

運
営
は

介
護
施
設
入
所
待
機
者
の

解
消
見
込
み
は

ここで常時1.5トンのお米を備蓄しています

土砂災害を想定した救出訓練
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こんなことが決まりました

８月臨時会　会 期 ８月２日～８月５日　４日間

９月定例会　会 期 ９月５日～９月26日　22日間

財　　産………………	2件
補正予算………………	1件

条例の制定……………	5件
条例の一部改正………	4件
補正予算………………	4件
市道路線の廃止等……	3件

財　　産 ……………	1件
契　　約 ……………	1件
認　　定 ……………	2件
諮　　問 ……………	2件

合　計　22件　その他報告２件

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

証
明
書
な
ど
コ
ン
ビ
ニ
交
付

可 決

Pick up 1

合　計　3件

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

賛成
討論

　
コ
ン
ビ
ニ
で
早
朝
や
夜
間
に
お
い
て

も
住
民
票
等
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
利
便
性
向
上
に
資
す
る
。
窓
口
よ

り
手
数
料
が
安
く
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
国
で
新
た
な
普
及

策
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
社
会
的
背
景

か
ら
し
て
も
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
も
の
と

考
え
賛
成
し
ま
す
。 コ

ン
ビ
ニ
交
付
で

利
便
性
向
上

反対
討論

　
政
府
が
莫
大
な
費
用
を
か
け
推
進
す

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
住

民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
を
安

く
す
る
条
例
だ
が
、
年
間
維
持
管
理
費

２
７
０
万
円
に
対
し
、
利
用
見
込
み

６
％
程
度
と
低
く
、
個
人
情
報
漏
洩
の

危
険
性
も
高
い
た
め
反
対
し
ま
す
。

個
人
情
報
漏
洩
の

危
険
性
あ
り

　
令
和
２
年
３
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
て
印
鑑
証
明
書
な
ど
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
交
付
手
数
料

が
市
の
窓
口
よ
り
も
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

取得できる証明書 コンビニ
交付手数料

窓　口
交付手数料

住民票の写し ２００円 ３００円

印鑑登録証明書 ２００円 ３００円

所得・課税
（兼非課税）証明 ２００円 ３００円

戸籍証明書 ３５０円 ４５０円

戸籍の附票の写し ２００円 ３００円

今号では
この中から2つを
Pick up！

※取得できる証明書は最新のもののみです。
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令和元年８月臨時会・９月定例会の議決結果
　８月臨時会と９月定例会において議決のあった25件について、すべて原案のとおり可決となりました。そのうち
賛否が分かれた案件は以下のとおりです。

粕谷智浩議員は８月31日に、福原孝彦議員は９月30日に辞職しました。なお、11月10日㈰は、袖ケ浦市議会議員の補欠選挙です。
◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。　◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。

◆賛否が分かれた案件◆ ○＝原案賛成　●＝原案反対　欠＝欠席

その他の議決結果については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
袖ケ浦市ホームページ　http://www.city.sodegaura.lg.jp/
議会事務局　☎(62)3450 議決結果はこちらから▶

議　案　等
議
決
結
果

付
託
委
員
会

根
本　
駿
輔

山
口　
　
進

山
下　
信
司

粕
谷　
智
浩

在
原　
直
樹

小
国　
　
勇

笹
生　
典
之

緒
方　
妙
子

篠
原　
幸
一

鈴
木　
憲
雄

佐
久
間　
清

前
田
美
智
江

長
谷
川
重
義

励
波　
久
子

佐
藤　
麗
子

笹
生　
　
猛

榎
本　
雅
司

阿
津
文
男（
議長
）

塚
本　
幸
子

福
原　
孝
彦

篠
﨑　
典
之

８月　臨時会
令和元年度　一般会計補正予
算（第３号）

原案	
可決 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○ ●

９月　定例会
印鑑条例及び手数料条例の一
部を改正する条例の制定

原案
可決 文教 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定

原案	
可決 文教 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 － 〇 〇 ●

平成30年度　一般会計及び各
特別会計歳入歳出決算の認定

原案
認定 決算 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

平成30年度　水道事業会計決
算の認定

原案
認定 決算 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

人権擁護委員の推薦 原案
同意 ─ 〇 〇 ● 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

防
犯
灯
は
リ
ー
ス
会
社
が

一
括
管
理
し
ま
す

可 決

Pick up 2
　
市
内
に
あ
る
防
犯
灯
の
う
ち
現
在
蛍
光
灯
で
あ
る
４
６
６
０
灯
が
、

消
費
電
力
の
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
交
換
さ
れ
ま
す
。
そ
の
契
約
方
法
は
、

維
持
管
理
費
を
含
め
た
リ
ー
ス
方
式
を
採
用
し
、
契
約
期
間
の
10
年
が

経
過
し
た
後
に
、
所
有
権
が
市
に
帰
属
と
な
り
ま
す
。

令
和
元
年
12
月
～　
灯
具
交
換
作
業
開
始
予
定

令
和
２
年
４
月
～　
リ
ー
ス
開
始
（
10
年
間
）

リ
ー
ス
方
式
で
契
約
す
る
に
あ

た
り
、
リ
ー
ス
方
式
と
地
元
業

者
に
よ
る
整
備
と
の
比
較
を

行
っ
た
の
か
。

費
用
面
な
ど
の
比
較
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
費
用
の
平

準
化
が
可
能
な
リ
ー
ス
方
式
を

採
用
し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の

設
置
に
あ
た
り
、
必
要
な
事

前
調
査
や
交
換
工
事
な
ど
は
、

【
主
な
質
疑
】

リ
ー
ス
契
約
業
者
を
通
じ
て
地

元
業
者
に
依
頼
し
ま
す
。

災
害
時
の
修
繕
も
こ
の
契
約
に

含
ま
れ
る
の
か
。

災
害
時
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、

リ
ー
ス
契
約
業
者
が
加
入
す
る

動
産
保
険
に
て
対
応
す
る
予
定

で
す
。
な
お
、
修
繕
は
今
後
も

地
元
業
者
に
依
頼
し
ま
す
。
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高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
に
は

　
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
の
現
状
は
。

医
療
と
介
護
の
両
方
が
必
要
な
高
齢
者

を
支
え
る
に
は
、
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医

療
の
提
供
体
制
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

医
療
と
介
護
の
連
携
を
円
滑
に
す
る
た

め
「
医
療
・
介
護
関
係
者
多
職
種
連
携
エ

チ
ケ
ッ
ト
集
」
や
、
連
携
に
必
要
な
「
医

療
情
報
一
覧
」
を
作
成
し
、
入
退
院
時
等

の
情
報
共
有
の
た
め
の
「
地
域
生
活
連
携

シ
ー
ト
」
と
と
も
に
活
用
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
へ
の
在
宅
医
療
の
普
及

啓
発
の
た
め
、講
演
会
等
行
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
の
看
取
り
に
向
け
て
の
医
療
・

介
護
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

在
宅
で
最
後
を
迎
え
た
い
と
い
っ
た
意

向
が
あ
っ
た
際
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
を

中
心
に
、訪
問
看
護
師
や
介
護
関
係
者
等
、

ご
家
族
と
と
も
に
、
具
体
的
な
対
応
を
決

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
終
末
期
に
お
け

る
具
体
的
な
医
療
・
介
護
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
訪
問
診
療
を
初
め
と
し
て
、
介
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
ヘ
ル
パ
ー

の
利
用
や
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
で
最
期

を
迎
え
た
い
反
面
、
家
族
へ
の
負
担
を
抱

え
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

の
支
援
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
啓
発
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
で
死
亡
後
の
手
続
き
か

ら
お
墓
の
相
談
ま
で
、
一
連
で
支
援
す
る

体
制
を
組
め
な
い
か
。

死
後
の
手
続
き
や
墓
の
相
談
な
ど
に
は
、

死
亡
事
務
を
委
託
す
る
死
後
事
務
委
任
契

約
制
度
が
あ
り
ま
す
。
相
談
の
際
に
は
、

情
報
を
提
供
す
る
な
ど
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
葬
儀
、
納
骨
あ
る
い
は
終
末
期

に
お
け
る
医
療
の
選
択
を
事
前
に
意
思
表

示
す
る
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
等
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
書
き
と
め
て
お
く
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用
も
進
め
て
い
ま
す
。

Q
A

在宅医療と介護の連携は

医療と介護が必要な高齢者には切れ
目のない在宅医療の提供が必要です

前
まえ

田
だ

美
み

智
ち

江
え

議員
公明党

・福祉行政について
質
問
項
目

一般質問

市
政 
問
う
を

一
般
質
問
と
は
、皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い
て
、議
員
が
市
長
な
ど
に
考
え
を
聞
く
も
の
で
す
。

議
員
本
人
が
Ｑ
＆
Ａ
を
要
約
し
作
成
し
た
原
稿
を
質
問
者
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

未
掲
載
の
内
容
も
含
め
、一
般
質
問
の
様
子
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
録
画
配
信
中
で
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
議
録
は
12
月
頃
に
掲
載
予
定
で
す
。

６
人
が

各議員のＱＲコードから一般質問の映像が閲覧で
きます。会議録は市議会ホームページのほか、市役
所２階の市政情報室や、中央図書館、おかのうえ図
書館でも閲覧できます。

袖ケ浦市議会

会 議 録 は こ ち ら か ら →

扌
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「
オ
ス
プ
レ
イ
」
木
更
津
市
だ
け
の
問

題
じ
ゃ
な
い
、
市
内
上
空
も
飛
行

防
衛
省
に
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
説
明

を
求
め
回
答
は
あ
っ
た
の
か
。

５
月
30
日
電
話
で
説
明
を
求
め
る
要
望

を
伝
え
、
数
度
に
わ
た
り
回
答
を
求
め
た

が
千
葉
県
と
相
談
す
る
と
の
回
答
で
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
が
暫
定
配
備
さ
れ
た
場
合

の
飛
行
ル
ー
ト
は
、
木
更
津
駐
屯
地
に
配

備
さ
れ
て
い
る
航
空
機
と
同
様
の
ル
ー

ト
。
そ
う
な
れ
ば
当
然
市
内
住
宅
地
上
空

を
飛
ぶ
。
防
衛
省
・
県
に
文
書
に
よ
る
説

明
を
求
め
る
要
請
を
行
わ
な
い
か
。

時
期
を
見
て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

待
機
児
童
１
８
７
名
解
消
を

保
育
園
待
機
児
童
と
入
所
待
ち
児
童
の

状
況
は
。

入
所
待
ち
児
童
は
９
月
現
在
１
８
７
名
、

そ
の
内
、国
基
準
待
機
児
童
は
28
名
で
す
。

早
期
に
認
可
保
育
所
開
設
を
計
画
に
位

置
付
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

現
在
精
査
を
し
て
、
提
供
体
制
の
確
保

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
・
高
齢
者
負
担
軽
減
を

医
療
費
助
成
制
度
を
高
校
卒
業
ま
で
拡

充
し
な
い
か
。

拡
充
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
国
的

な
制
度
と
し
て
の
取
り
組
み
を
国
に
要
望

す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
つ
く
ら
な
い
か
。

現
段
階
で
は
市
と
し
て
給
付
型
奨
学
金

を
創
設
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
聴
器
は
高
額
で
、
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
。
聴
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
へ
の
補

聴
器
購
入
補
助
制
度
を
つ
く
ら
な
い
か
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
の

補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部
支
給
を
し
て
い

ま
す
が
、
高
齢
者
へ
の
補
助
制
度
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

投
票
率
低
下
は
誰
の
責
任
か
？

11
月
に
市
長
選
、
来
年
10
月
に
市
議
選

を
控
え
投
票
率
低
下
が
止
ま
ら
な
い
。
こ

れ
に
対
し
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

人
々
の
生
活
は
、
政
治
行
政
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
選
挙
は
政
治
行
政

の
リ
ー
ダ
ー
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
自
ら
の
生
活
に
関
わ
る
、

生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
認
識
を
し
、

投
票
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長
に
伺
う
。
投
票
率
向
上
に
は
教

育
と
の
関
係
が
非
常
に
深
い
と
考
え
る
。

主
権
者
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
で

ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
。

社
会
の
中
で
自
立
し
、
他
者
と
連
携
、

協
働
し
、
社
会
を
生
き
抜
く
力
、
そ
し
て

地
域
の
課
題
解
決
を
社
会
の
構
成
員
と
し

て
主
体
的
に
担
う
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
。
小
学
３
年
生
で
は
議
場
見
学
、

６
年
生
で
は
社
会
科
に
お
い
て
様
々
な
事

例
、
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。
中
学
校
で
は

公
民
関
係
で
政
治
の
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

選
挙
ビ
ラ
の
頒
布
は
候
補
者
が

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す

選
挙
ビ
ラ
は
一
定
の
制
約
下
で
候
補
者

が
思
い
を
詰
め
込
む
。
こ
れ
は
候
補
者
同

士
の
比
較
が
可
能
と
な
り
政
策
選
挙
の
一

つ
の
ツ
ー
ル
と
期
待
し
て
い
る
。
選
挙
ビ

ラ
頒
布
方
法
は
。

頒
布
方
法
は
、
新
聞
折
込
み
、
候
補
者

選
挙
事
務
所
内
、
個
人
演
説
会
場
内
、
街

頭
演
説
に
お
け
る
頒
布
。
期
間
は
立
候
補

届
出
日
か
ら
投
票
日
前
日
。
午
後
８
時
か

ら
午
前
８
時
ま
で
は
街
頭
演
説
が
不
可
な

の
で
街
頭
頒
布
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
時
、
大
挙
し
て
駅
頭
で
頒
布
、
利

用
客
の
迷
惑
を
懸
念
。
苦
情
の
対
応
は
。

当
該
選
挙
事
務
所
に
法
解
釈
の
一
般
的

な
説
明
と
し
て
連
絡
し
、
必
要
に
応
じ
警

察
に
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

Q
A

学校での主権者教育は

社会の構成員として主体的に担う力
を身につけることが大切です

励
と

波
なみ

 久
ひさ

子
こ

議員
日本共産党袖ケ浦市議団

・木更津駐屯地でのオスプレイの
整備と暫定配備への市の対応に
ついて

・保育の質と量の拡充について
・福祉の向上について

質
問
項
目

Q
A

オスプレイ暫定配備
説明求めているが回答は
防衛省から回答はありません

笹
さ

生
そう

　猛
たけし

議員
袖和会

・投票率向上の取組みについて
質
問
項
目

◦議員が選挙区内にある者に対して寄付することは、いかなる名義でも禁止されています。公職選挙法メモ議会だより そでがうら /  N o v . 2 0 1 913



災
害
な
ど
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を

Ｗ
ｉ
─
Ｆ
ｉ
の
設
置
状
況
と
予
定
は
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
総
合
運
動
場
の
陸

上
競
技
場
及
び
野
球
場
に
導
入
済
み
で
、

今
後
は
避
難
施
設
や
観
光
施
設
へ
の
整
備

を
進
め
る
方
針
で
す
が
、
具
体
的
な
場
所

は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
対
応
の
観
点
か
ら
、
避
難
施
設
へ

の
整
備
を
最
優
先
し
な
い
か
。

ご
指
摘
の
通
り
優
先
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
、
次
期
総
合
計
画
の
中
で
検
討
し
て

い
ま
す
。

施
設
点
検
や
災
害
対
応
に
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
す
る
方
針
は
あ
る
か
。

様
々
な
事
例
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
積
極
的
に
取
り
組
む
方
針
は

あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
や
不
妊
治
療
の
環
境
を
整
え

子
育
て
し
や
す
い
街
へ

民
間
の
保
育
園
を
積
極
的
に
募
集
す
る

予
定
は
あ
る
か
。

現
在
、
次
年
度
に
向
け
て
次
期
子
育
て

応
援
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
中
で
計
画
的
な
保
育
体
制
の

確
保
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

タ
イ
ミ
ン
グ
療
法
な
ど
一
般
不
妊
治
療

に
つ
い
て
補
助
制
度
を
設
け
な
い
か
。

現
状
で
は
男
性
の
不
妊
検
査
以
外
の
一

般
不
妊
治
療
費
の
助
成
は
予
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
先
進
事
例
等
の
調
査
検

討
を
し
て
い
き
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
と
Ｂ
Ｔ
間
の
交
通

袖
ケ
浦
駅
北
口
と
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
間

に
お
け
る
、
公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め

る
取
り
組
み
を
し
な
い
か
。

既
に
運
行
し
て
い
る
高
速
バ
ス
を
活
用

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
速
達
性

な
ど
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
難

し
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど 

公
共
交
通

網
整
備
の
具
体
策
を
今
年
度
中
に

公
共
交
通
網
整
備
を
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
に
据
え
る
姿
勢
だ
が
、具
体
策
を
急
ぎ
、

今
年
度
中
に
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

新
た
な
移
動
支
援
策
は
、
段
階
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、
ま
ず
福
祉
的
視
点

を
含
む
高
齢
者
中
心
の
交
通
弱
者
へ
の
支

援
策
を
検
討
し
、
中
長
期
的
取
り
組
み
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド

交
通
の
検
討
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
体

制
の
整
備
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

８
月
の
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

に
市
が
出
し
た
資
料
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
試
算
が
出

さ
れ
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
（
ワ
ゴ
ン
車
）

で
毎
日
運
行
、平
日
７
台
、休
日
４
台
（
定

員
10
人
）
毎
日
運
行
で
９
千
９
百
万
円
、

運
行
時
間
８
時
か
ら
17
時
の
試
算
は
評
価

で
き
る
。
協
議
会
の
あ
り
方
の
改
善
や
開

催
増
な
ど
を
し
な
が
ら
、
具
体
化
を
急
が

な
い
か
。

協
議
会
等
で
は
、
段
階
的
な
対
応
が
必

要
と
い
う
整
理
が
見
え
、大
筋
を
説
明
し
、

議
論
い
た
だ
き
、
私
ど
も
の
考
え
に
承
認

等
も
い
た
だ
い
て
ま
す
。
協
議
会
の
回
数

等
も
工
夫
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

広
域
化
さ
れ
た
水
道
事
業
の

民
営
化
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い

４
月
か
ら
水
道
事
業
広
域
化
が
進
ん

だ
。
今
後
、
民
間
事
業
者
が
運
営
に
深
く

か
か
わ
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
な
ど
へ

の
移
行
が
懸
念
さ
れ
、
断
じ
て
許
さ
れ
な

い
。
市
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

広
域
化
の
検
討
の
中
で
民
営
化
や
運
営

権
を
民
間
事
業
者
に
設
定
で
き
る
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
等
へ
の
移
行
検
討
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
本
市
で

は
民
営
化
等
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

篠
しの

﨑
ざき

 典
のり

之
ゆき

議員
日本共産党袖ケ浦市議団

・市内公共交通網の整備・充実・
具体化について

・水道事業の現状と今後のあり方
について

質
問
項
目

Q
A

公共交通網整備の具体策を
急げ
中長期的にコミュニティバス・デマ
ンド交通・支え合い活動を進めます

Q
A

災害に備え避難所に
Wi-Fi 設備を
次期総合計画の中で検討しています

根
ね

本
もと

 駿
しゅん

輔
すけ

議員
新風会

・ICTの活用方針について
・安心して子育てできる環境づく

りについて
・アクアラインからの交通利便性

向上について

質
問
項
目

◦議員や後援会が選挙区内に有料の挨拶広告を出すと処罰されます。 議会だより そでがうら /  N o v . 2 0 1 9 14



投
票
所
入
場
券
の
見
直
し
を　

同
一
世
帯
で
も
日
に
ち
が
ず
れ
て
郵
送

さ
れ
た
の
は
、
ど
う
し
て
か
。

配
達
物
を
世
帯
ご
と
の
仕
分
け
で
行
っ

て
い
な
い
た
め
で
し
た
。

圧
着
式
の
郵
便
物
に
同
一
世
帯
の
名
前

を
連
記
し
、
各
自
が
切
り
離
し
て
持
参
す

る
方
式
な
ら
、
世
帯
員
ご
と
の
郵
送
の
ば

ら
つ
き
も
な
く
な
り
、
経
費
の
削
減
も
考

え
ら
れ
る
が
、
導
入
し
な
い
か
。

世
帯
ご
と
に
郵
送
し
た
ほ
う
が
安
価
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
来
年
の
市
議
選
ま
で
に

世
帯
員
の
入
場
券
を
お
知
ら
せ
な
ど
と
封

筒
で
郵
送
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

児
童
の
下
校
は

地
域
全
体
で
見
守
り
を

子
ど
も
の
連
れ
去
り
は
下
校
時
に
集
中

し
て
い
る
。
防
災
無
線
を
利
用
し
て
、
児

童
の
声
に
よ
る
下
校
の
お
知
ら
せ
を
放
送

し
、
児
童
の
安
全
を
地
域
全
体
で
見
守
ら

な
い
か
。

下
校
時
刻
を
広
報
す
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
市
民
に
見
守
り
活
動
へ
の
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
ま
す
が
、
不
審
者
の
行
動

を
誘
発
す
る
危
険
性
な
ど
の
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
利
点
と
課
題
を
踏
ま
え
総
合

的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

出
口
市
長
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

総
括
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
は

自
立
と
協
働
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
将

来
の
発
展
を
見
据
え
た
様
々
な
施
策
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
目
標
人

口
を
達
成
で
き
、
全
国
的
に
人
口
減
少
社

会
が
到
来
し
て
い
る
中
で
誇
れ
る
成
果
で

す
。
ま
た
、
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お

い
て
も
県
内
３
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
が
住
み
や

す
さ
へ
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
選
ば
れ
る

ま
ち
袖
ケ
浦
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
A

児童の声の無線放送で下校
時の見守りを地域全体で
利点と課題を踏まえ、総合的に判断
していきます

塚
つか

本
もと

 幸
さち

子
こ

議員
開政クラブ

・選挙の投票所入場券について
・子どもの安全対策について
・受動喫煙防止対策について
・出口市長のまちづくりについて

質
問
項
目

広域廃棄物処理事業費の
限度額が設定されました

　令和元年８月に開催された臨時会にて、袖ケ浦
市、木更津市、君津市、富津市、鴨川市、南房総
市及び鋸南町の６市１町が共同で行う一般廃棄物
の中間処理をＰＦＩ事業

※
として実施するにあたり、

市が負担する限度額が可決されました。各市町の
負担割合は、計画ごみ処理量に基づいて算出して
います。

支 出 期 間　令和元年度～令和28年度
概算事業費　７４６億２,６００万円（全体）
市の負担割合　１５．５９％
市の限度額　９３億５,７００万円
※ＰＦＩ事業…公共施設の建設や維持管理等において、民間
の資金や経営能力や技術を活用して行うもの。

◦後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

広域化には不可欠
令和９年度からの供用開始を目指すた
め、今年度に事業者の選定を行う必要
がある。そのための、債務負担行為の

追加であり、その事業費についても６市１町で
協議されたもので、妥当であると判断するため
賛成します。

賛成
討論

746億の事業費
さらに上がる可能性も
限度額は金利変動や物価変動等でさら
に上がる可能性があり、建設場所も処

理方式も事業者も未定の中、負担金だけ決め進
めるのは問題。さらなる広域化で災害時の対応
問題やＰＦＩで不透明な運営など賛成できません。

反対
討論

【今後の予定】
令和２年度　契約締結・建設地決定
令和２年度～令和４年度　環境影響評価
令和５年度～令和８年度　建設工事
令和９年４月　供用開始
令和９年度～令和28年度　運営期間

可
決
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９月８日、田んぼの学校
（公募家族）では、５月に植
えた苗を収穫する稲刈りが行

われました。黄金
色に実った稲穂を、お父さんやお母さんと
一緒に刈り取る子どもたちの姿は、どこ
か懐かしく微笑ましいものでした。台風
による影響もありましたが、刈り取った
稲は、組合員の方々に守られて、美味し
いお米となりました。

市が認可する小規模保育事業所２施設が袖ケ浦駅ゆり
まちモール内に９月開設されました。これらの２施設は
一体的に整備され、対象は０、１、２歳の定員合計38名
です。少人数制のため保育士の目が行き渡り、より丁寧
な保育ができると先生が話してくれました。英語や体育、
リトミックなどを取り入れた新しい保育園です。

おいしいお米ができました
田んぼの学校稲刈り

海側にできた新しい保育園
「スクルドエンジェル保育園」

ガ ウ ラ の ひ ろ ば
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「議会のひろば」は、
環境にやさしい植物
油インキを使用して
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【12月の定例会】

＊一般質問通告一覧表は12月５日（木）頃、ホームページに掲載する予定です。
＊12月定例会の予定は、11月22日（金）に開催される議会運営委員会で正式決定
されます。詳しくは議会事務局（62－3450）へお問い合わせください。

＊請願・陳情の受付は11月20日（水）までです。

　本会議の会議録はホームページへの掲載
まで約２ケ月かかりますので、内容を早く
ご覧になりたい方、もっと詳しく知りたい
方は、録画配信をご利用ください。
　パソコンだけでなく、スマートフォン、
タブレット端末でもご覧になれます。

「議会のひろば」より

〒299-0292　袖ケ浦市坂戸市場1-1
TEL 0438-62-3450　FAX 0438-63-5130
E-mail sode32@city.sodegaura.chiba.jp

　録画配信を
　　ご利用ください　
定例会全日程終了後
　約２週間で
　　　アップされます　

議員名・会議日から選べます。
「再生」を押すと映像が始まります。

袖ケ浦市議会　映像 検索

日 月 火 水 木 金 土
11/24 11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30

本会議
10:00～

１ ２ ３ ４ ５ 6 ７
総務企画
常任委員会

８ ９ 10 11 12 13 14
文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

15 16 17 18 19 20 21
本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問予備日）

本会議
10:00～

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31


